

































































































天然染料 色素分類 主色素 色調範囲
紅花 カルコン類 カーサモン 赤紫～赤
インド茜 アントラキノン類 アリザリン 赤
藍 インドール類 インジゴ 青～青紫




















































































































紅花黄色色素液 インド藍液 L*a*b* L*C*h マンセル値




















































インド藍液 L*a*b* L*C*h マンセル値








































































































































H V C トーン略記号 色相番号
1 7.5RP 7.5 8.1 lt 24
2 8.1RP 7.3 9.3 b 24
3 10RP 5.7 13.5 b 1
4 8.6R 6.6 8.9 b 3
5 3.1P 4 6.2 d 21
6 6.5R 3.4 10.5 dp 3
7 6.4R 2.7 6.8 dk 3
8 5.5P 3.5 6.1 d 22
9 0.9P 3.2 5 d 20
10 7.9B 5.2 3.8 sf 17
11 9.9BG 6.3 2.2 ltg 15
12 8.7GY 5.9 3.2 sf 11
13 8.5G 5.5 3 sf 13
14 2.1Y 8 7.4 sf 7
15 0.6B 5.2 3.8 d 15
マンセル値 PCCS
No.
– 11 –
天然染料の色彩に関する研究
図３　マンセル色相―彩度の関係（〇中数値は染布No.）
図２　マンセル色相―明度の関係（〇中数値は染布No.）
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図６　PCCS明度範囲散布図
図７　PCCS彩度範囲散布図
図４　PCCS色相環図 図５　PCCSトーン（〇中数値は染布No.）
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結　論
　天然染料で染めた商品の実用化に向け，デザイン配色を簡易にするためのヒュートーンシス
テムの提案を目的とする．このシステムによって，色彩配色を企画する際に色のイメージが捉
えやすく，イメージに沿った配色が考えられやすくなると推察する．
　実験では，４種類の色材から５色素を用いて染色条件，配合調整した混合液で染めた染布を
測色し，L*a*b*表色系，マンセル表式系の数値からそれらの色彩を測定し，さらにマンセル値
をPCCS値に変換しヒュートーンシステムの作成を試みた．
　本報は15種類の染布のみでの検討であったが，想定外に色相・トーン別に色彩を得ることが
できた．例えば，色相はR・Y・GY・G・BG・B・P・RP，色調は明清色bright・light，中間
色light grayish・soft・dull，暗清色dark・deepトーンが得られた．
　しかし，本実験で採用した試料布は染色の色彩が最も美しい絹布のみでの実験のため，実用
化に向けた商品の色彩を考慮すると一般衣料に多く用いられている木綿の色彩についての検討
も求められる．
　今後は，実用化のヒュートーンシステムの完成に向け，まず本報で使用した絹布における染
色条件，染液の配合を系統的に整理し，色彩データをさらに増やす実験が急がれる．次に，一
般衣料素材として最も多く使用される綿布についての追加実験が望まれる．
　一方，実用面では着用の状況（着用頻度・時間・環境），着用後の処置（洗剤・洗濯方法・
干し方・仕上げ方法）による変退色ならびに脱色，白化，色泣き，汚染等９）についての各種
堅ろう度試験の実施である．それらの得られた数値がJISL4107R「一般衣料品」の染色堅ろう
度基準に合意しているかどうかの検討も必要であると考える．
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